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横穴式石室を持つ古墳で古墳時代後期の佐方の豪族
の首長の墓と言われている。玄室の大きさは、横
１.６m・奥行き４.５m・高さ２mである。食器・つぼ・
台付皿・ふたつき皿・たかつき・水瓶等の土器や小刀・
金製の耳飾の曲玉・くだ玉等が出土している。

縄文土器、石器、ヤス状刺突具、貝殻、貝輪、シカ、サル、
タヌキの骨、魚の骨、骨製品などが多数出土した。
また、住居跡、配石墓、土壙、人骨などが発見され
ている。この貝塚は、西部瀬戸内の縄文土器の編年
を研究する際の標準遺跡となる貴重な遺跡である。


